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１．はじめに
　ヴァヌアツ共和国は、バンジージャンプの発祥の地として度々日本のメディアに登場する。
日本との差異を強調するために「未開」のイメージが演出されることが多い。白川千尋は、
1998年から2002年までの約５年間に放映された44件の日本のテレビ番組におけるメラネシアの
取り上げられ方について検討した。メラネシアの中でどのような地域や人々が番組の対象とし
て頻繁に選び出されているかを明らかにし、腰蓑やペニスケースなどの旧来の「伝統的装束」
を身につけた人々がとりわけ頻繁に取り上げられていることを示した。そして、「近代的な世界」
からの隔絶性が強調され、「近代的な世界」との交流を示す事象は遠景に退けられるか捨像さ
れていることを明らかにした（白川2004：115）。しかし、ヴァヌアツは「未開」で、人々は「伝
統的生活者」なのか。首都には車が走り、スーパーがあり、観光客用のリゾートホテルが点在
し、洒落たカフェやショップが軒をつらねる。都市部を離れるとガスや電気、水道が未整備の
エリアが広がるが、人々は洋服を着て生活をしている。ヴァヌアツの牧場から出荷される牛が、
複数の行程を経て日本で「神戸ビーフ」となる。フランスとイギリスの共同統治の歴史からフ
ランス語や英語教育が発達し、ガラスがない窓枠だけの質素な学校にシンプルな洋服の制服を
着て通う子どもたちは流暢にこれらの言葉を話し、屈託なく外国人に話しかける子どもたちは
日本の子どもたちよりもよほど「国際化」されているように見える。
　河合利光は、近年の社会文化人類学では、文化の一貫した統合性よりは多様性と共生を、文
化の伝承制よりは新文化の創造性を、調和と均衡よりは変容と混淆性を、孤立性よりは開放性
と移動性を、記述における研究者の権威よりはインフォーマントの多声的な語りが強調される
ようになっていることを指摘し、このような著しい変化は、政治・経済・社会のグローバル化
の中で、従来の研究方法、研究の視点、研究全体にわたり、再検討を迫られていることを表し
ているという見方もできる、としている（河合2002：13）。コロニアルで本質主義者であると
批判を受けた文化人類学者たちはポストコロニアルとして多声的な語りを探求するようになっ
た傾向が生まれた。
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　このような文化人類学におけるポストコロニアルの状況に関して、春日直樹（2000）や吉岡
政徳（2005）らによってオセアニアを舞台にすでに活発な議論が展開されている。吉岡は「反・
ポストコロニアル人類学」を掲げ、ヴァヌアツを舞台にポストコロニアルの議論とその功罪に
正面から取り組んだ。吉岡はポストコロニアル理論が人類学においては、本質主義的なものの
見方に対する批判、異種混淆性に着目すること、他者文化を語るという自らの研究姿勢の問い
直しという三つの特徴をもっていることを指摘している（吉岡2005：6-7）。この中には文化の
差異性を問うような姿勢は一括して本質主義者というレッテルが烙印のように押される問題点
があり、ポストコロニアル人類学によって提起されたこういった諸問題が解決を見ないままに
放置され、近年ではそれを扱うこと自体が古いことであるように、全く新しいテーマに基づい
た議論がなされていることに異議を唱えた。そして、「多配列思考」によって、本質主義的な
性向を取り去り、なおカテゴリーの定義と差異を問うことができるとして、ポストコロニアル
人類学の議論の主要な舞台であったメラネシア、特にヴァヌアツを取り上げ、独立運動やナシ
ョナリズム、カストム論などを論じた。
　本論では、こうしたポストコロニアル論の議論の舞台となったヴァヌアツにおける教育につ
いて、コロニアリズムによって生じた多言語教育状況と「カストム」（伝統的な習慣の総称）
の維持の視点から考察し、授業実践の試みについて報告する。
２．ヴァヌアツにおける多言語状況とカストム
　ヴァヌアツは点在する約80の島々からなり、人口は2006年現在約22万人で、そのうち約20％
が首都のポートヴィラに居住している。イギリスとフランスの共同統治時代（1906年〜1980年）
を経て、現在の人口構成はメラネシア系が93％、中国系、ベトナム系、欧米系となっている。
多くの人々がニ・ヴァヌアツ（Ni-Vnuatu）を自認する。ニ・ヴァヌアツは、独立以来の群島
住人を指し示す用語として使用されている。この議論は、独立前と独立後の区分の両方をクロ
スして用いられ、時にその意味は変化する（Bolton 2005：278）。白川は、「ニヴァヌアツとは、
字義的にはヴァヌアツという国家に帰属する国民、すなわちヴァヌアツ人を指す言葉であり、
その中には西洋人を両親にもちながら、ヴァヌアツで生まれ育ち、ヴァヌアツ国籍をもつとい
う場合も含まれうる。しかし、その大半は19世紀に西洋人が移り住むようになる以前からヴァ
ヌアツの島々で暮らしていた人々を指す語として使われて来た」としている（白川2005：28）。
　首都から離れた集落ではそれぞれの地域の言葉が使用されている。1996年の調査によるとヴ
ァヌアツ国家内に113言語が報告されている。それらの言語をつなぐピジン語に相当するビス
ラマ語がマスメディアを介して広く普及し、首都ポートヴィラではビスラマ語が日常言語とし
て使用されることがほとんどである。ビスラマ語は語彙の大多数を英語から借用し、メラネシ
ア系の文法を基礎とし、独立を契機に国語となった。また、共同統治の歴史的経緯により、公
用語には英語とフランス語が取り入れられ、学校教育においても、地域の言葉、ビスラマ語、
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英語、フランス語が選択的に使用される1。たとえば、首都のあるエファテ島の集落地域の学校
では、低学年は地域の言葉で授業が行われ、中学年になると英語教育が始まり、高学年になる
と英語での授業が主流となるといった例がある。プロテスタント系の学校では英語が教育され、
カトリック系の学校ではフランス語が教育される。吉岡は、これは植民地化がキリスト教の布
教と連動していたからであるとしている（吉岡2002：178）。このように異なる言語教育を受け
て育った異なる集落出身の者がポートヴィラで出会い、ビスラマ語を用いた生活の中で生まれ
た子どもがビスラマ語のみを収得し、祖父母世代と集落の言葉を介した交流ができなくなって
いる現状も進んでいる。
　言語同様に、衣食住に関する変容も進んでいる。村生活では自給自足が基本となるが、ポー
トヴィラの都市生活では市場やスーパーでの買い物が主流となり、日常生活に必要なものは商
店ですべて購入することができる。ポートヴィラのある一般家庭では、コンクリートとトタン
の家屋で生活をし、畑は持たずにイモ類、野菜、肉類などの食料は市場で購入し、従来の屋外
炊飯を行っている。コンクリート家屋の中にはテレビがおかれた居間があり、水洗トイレがあ
る。炊事場ではラップラップ（LapLap）と呼ばれる葉で蒸し焼きにする石焼きの場もあり、
そこには飼っている犬、猫、鶏が自由に往来する。その空間ではパンダナマットやかごなどの
民具を製作することもある。西洋化されつつある現実の社会においてなお、従来の村生活の様
式を維持しつつ、その双方をうまく取り入れて生活を成り立たせている。こういった状況はヴ
ァヌアツだけではなく、近隣の島嶼においても指摘され、トーマスは以下のように述べている。
　「太平洋の社会と文化においては、正道を踏み外し、変化してしまったあらゆることを
西洋化のせいにしているにもかかわらず、彼らはそれを受け入れ、生活の中で実践してい
る。今日の世界において、数々の大規模な変化に直面しながら、いかにして文化的アイデ
ンティティを保持し続けるか。このこことは、太平洋の指導者や島民たちが答えを出して
いかなくてはならない懸案である。」（トーマス2002：35-36）
　首都ポートヴィラの日本人がオーナーである大型ホテル内の観光業務に雇われているジョエ
ルは、英語と若干のフランス語を話し、自ら車を運転して外国人観光客のガイドをする2。富裕
層のリゾート滞在型の西洋人客を相手にするときは、自分の文化的価値観や知識は必要とされ
ず、スマートさと安全を求められ、あくまでもドライバーとして振る舞うと言う。研究者や個
1  ヴァヌアツ教育省（Ministry of Education）のデータによると2008年現在、ヴァヌアツには小学校357
校（英語教育校213校、フランス語教育校144校）、中学校107校（英語教育校83校、フランス語教育校24校）
がある。都市部には英語とフランス語の学校が双方あり、保護者は選択をすることができるが、村集落に
は村に学校は１校しかなく、選択することはできない。英語教育校が多いが、フランスによるフランス語
圏保持政策による教育支援が強く、教科書などはフランス語のものが充実している。2008年２月末の調査
でも、全国のカリキュラムや教材を扱うカリキュラム開発センター（Curriculum Department Center）
にフランス語教科書の在庫は豊富にあったが、英語のものは十分にはなかった。
2  2008年２月現在。
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性的な観光を求める客には、ニ・ヴァヌアツとしての知識を喜んで提供し、「自分の国」をガ
イドすると言う。彼と首都を離れて農村部に出かけると、多くの彼の知り合いに出会い、寄り
道をすることになる。あちらこちらに「顔がきく」のである。彼は住まいを二つ持つ。一つは
ダウンタウン郊外の都市風のアパートメント、もう一つは小さな島の伝統的な村スタイルの自
宅である。その小さな島こそ彼の故郷で、実は彼はその島のチーフとなる人物である。島での
生活は昔ながらの生活様式であるという。経済的な理由もあるが、小さな島の将来を担う次期
チーフは、外国人と多く接触することでこれからの島のあり方、子どもたちの教育の方針を模
索している。
　ビスラマ語で、伝統的な習慣に関わる一切のことは「カストム」（custom）と呼ばれる。ヴ
ァヌアツやソロモン諸島などの国々が独立を達成していく1970年代以降、このカストムという
語が地域の人々の間で使用されるようになり、国外の研究者によるカストムと社会的動向をめ
ぐる研究が行われるようになった。文化人類学者たちは、民族地誌的関心だけでなく、国民文
化論、「伝統の創造」論、文化表象論などの理論的議論との関係からも精力的に研究を積み重
ねた（白川2005：15）。生活の当該者ではない第三者が語ることによって「未開」「原始的」と
いったイメージが生成されていくことの問題点は冒頭に指摘したが、これら文化人類学者によ
る精力的な調査には批判もあった。キージング（Keesing）ら文化人類学者がヴァヌアツなど
オセアニアのカストムを語るとき、カストムが先住少数民族の権利回復運動と連動して「伝統
や過去を創造するようになっている」（creating the past）とし、生きた実践としての「真正
なものでない」（inauthentic）と指摘した。このことについて、ハワイ先住民族の運動家であ
るトラスク（Haunani-Kei Trask）は、政治的な目的のためだけに創造されたものにすぎず、
ゆえに真正でないと決めつけることによって、運動の力を削ぎ落とそうとし、こういった文化
人類学者たちは植民地主義者であると非難した（白川2005：16-19）。文化を語るアリーナから、
オセアニアの人々があらかじめ排除されていることに対する批判である。
　急速に生活様式が西洋化し、カストムの伝承が難しくなってきているヴァヌアツにおいて、
本来カストムは生活の中で実践、伝承されていくものであったが、近年では、教育においても
努力が始められている。文化を語るアリーナを自分たちの手に取り戻し、文化の帰属意識を子
どもたちに持たせる活動が始まっている。
　例えば、ヴァヌアツ文化センター（Vanuatu Cultural Center）による口述芸術プロジェク
ト（Oral Arts Project）によってまとめられた『ナバンガ』（Nabanga: An illustrated antholo-
gy of the oral traditions of Vanuatu）がある。ナバンガとはビスラマ語でバニヤンの木を意味
し、「祖先の知恵の言葉」を意味する。これは、1963年からアルジェリア生まれのフランス語
教師によって各島で口承物語が採取され、1975〜1987年からヴァヌアツの伝統文化について放
送するラジオ番組にて彼が紹介したものがもとになった。ヴァヌアツ人による再調査と新たな
口承物語の採取が行われ、ヴァヌアツ文化センターによる口述芸術プロジェクトとして2005年
にまとめられた。各地域の62の物語を所収したこのナバンガはヴァヌアツの学校でテキストと
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して使用し、若い世代がヴァヌアツの物語を受け継ぎ、Ni-Vanuatu としての意識を涵養する
ことを目的としている。
３．ヴァヌアツの学校教育目標
　ヴァヌアツの教育省は1980年に独立をして以来、イギリスとフランスによって設立された教
育システムを統合して一つの教育システムに整える作業を継続してきた。その成果として1991
年に「統合初等教育カリキュラム─イントロダクションと概要─」（Unified Primary Curricu-
lum: An Introduction and Overview）を示し、さらに1997年に改訂版を示した。イントロダ
クションにおいて教師にむけて以下が明記された。（下線筆者）
　このカリキュラムは、統合初等教育の全体像を提供するために作成されたものである。この
カリキュラムの精神はニ・ヴァヌアツを維持するものでなければならない。覚えておくべき重
要な事は、学校に通うニ・ヴァヌアツの子どもたちは、表現や創造の基礎となる言語支援が十
分でないということである。英語とフランス語などの言語教育が子どもの思考力と自然な好奇
心を抑圧してはならない。
　ヴァヌアツの学校における特殊な学習環境を克服するための出来合いの解決策はない。しか
しながら、このカリキュラムは、私たちのヴァヌアツの教育目標到達に向かうことを助長する。
示された「取り扱い」と「考え」は日々の教授における教師の具体化するものである。（Min-
istry of Education 1997:6）
　このように、イギリスとフランスによる教育システムを併合し引き継ぐのではなく、ニ・ヴ
ァヌアツとしての理念にむかってカリキュラムが示されている。特に「英語とフランス語など
の言語教育が子どもの思考力と自然な好奇心を抑圧してはならない」と述べ、第一言語や教科
学習を尊重せずに英語やフランス語の言語教育に偏重することによる弊害への警告を発してい
る。続いて「ヴァヌアツ学校カリキュラムのゴール」が示されている。
ヴァヌアツ学校カリキュラムのゴール
　ヴァヌアツの学校においてカリキュラムは子どもたちが下記のことを行うことを可能にしな
ければならない。
〈個人として〉唯一の人として自分自身の誇りをもつこと。現実生活上の分析や問題解決にお
いて、積極的、批判的、論理的に考えるためのふさわしい技能と知識を身につけること。
〈家庭において〉家族や伝統的価値観を尊敬すること。
〈文化的状況において〉文化、社会、遺産、文明を統合すること。
〈社会において〉他の人々とともに、効果的に生き、働き、かかわること。
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〈精神的に〉創造と創造する人を尊敬すること。
〈環境において〉彼らの環境への敬意を深め、大きく位置づけること。しかしそれは相互依存
の地球環境とは異なる。
〈人類の一部として〉外国の文化とそれを尊敬することを学び、協力してよりよい世界をつく
ること。
〈将来への敬意をもって〉技術的、文化的、経済的発展に精通するようになり、変化すること
やそれらに参加することに順応することを学ぶこと。
 （Ministry of Education 1997:8）
　こうしたヴァヌアツ学校カリキュラムのゴールのもとに、言語、数学、一般学習（General 
Studies）、芸術、体育教育に関して、それぞれ一般目標（General Objective）、具体目標（Spe-
cific Objective）、スコープとシークエンスが構成されている。アイデンティティ育成の具体的
内容をみるために下記に「一般学習」の一般目標と具体目標を示す。
一般学習（General Studies）：第１〜６学年
一般目標
初等学校における一般学習は子どもたちに以下のことを可能にする。
・健康で、家族・コミュニティ・国家に貢献する構成員になること。
・国家と太平洋地域の過去、現在、未来の理解を深めること。
・ヴァヌアツ国家政府とその民主主義について学ぶこと。
・村、島、町レベルの地方行政について学ぶこと。
・太平洋地域以外の国々について学ぶこと。
・毎日の生活に影響している自然や科学に気づくようになること。
・生活している環境について、理解し、発展させ、まもること。
・ヴァヌアツはキリスト教の信条に基づいた国家であることを理解すること。
具体目標
６学年修了時までに以下のことができるようになる。
・一般的な動物とその生態とそれをとりまく環境との関係に気づく。
・一般的な花、植物、木とそれをとりまく環境との関係に気づく。
・生活環境の維持と確保のための要因を理解する。
・気候概念と天気について理解する。
・シンプルな自然科学の原理と環境を構成している要素を理解する。
・ヴァヌアツの歴史と、南太平洋の近隣諸国との歴史的関係について理解する。
・ヴァヌアツの地理、国家・島・町・村の地図を理解する。
・都市部と田舎地域の双方の伝統的、現代のカストム、社会生活について理解し尊敬する。
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・民主主義の過程、国家と地方行政の構造を理解する。
・グローバル市民としての役割を理解する。
・身体と精神の一致のための健康と栄養摂取の役割を理解する。
・伝統的、現代的庭における双方で生産活動をする。
・毎日の生活において、キリスト今日の信条と原理を適合させる。
 （Ministry of Education 1997:20）
　これらの目標から、「一般学習」は地理、歴史、公民などの社会科系内容と自然科学系科目
の内容を中心としながら、宗教教育をも含んだものである事がわかる。例えば５年生使用教科
書「私たちの島々の物語」（The Story of Our Islands）では、ポリネシア人の移動、人々の定住、
コロンブス／クック航海時代、ヨーロッパ人渡来、ニューヘブリデス時代、と歴史が概観され
る。その中で以下のような学習活動が小単元ごとに示されている。
やってみよう
　男女別のグループをつくって、今日の家庭での生活様式について話し合ってみよう。（もし
ポートヴィラかルガンビルに住んでいる場合はホームビレッジの生活について考えましょう。
両親に教えてもらいましょう）
　女の子は女性が、男の子は男性が村や畑での日常生活労働で今日使用しているものすべてを
リストアップしましょう。
　リストアップされたものを三つに分けましょう。どんなものが伝統的なものだと思います
か？（カヌーの櫂など）どんなものが19世紀に商人によってニューヘプリデスに持ち込まれた
ものだと思いますか？（ブッシュナイフなど）どんなものがそれ以降に持ち込まれたものだと
思いますか？（チェーンソーなど。19世紀にはなかったもの）
　メラネシア以外から持ち込まれた道具の代わりに、人々は以前どんなものを使っていたでし
ょう。
 （Ministry of Education 2000:71）
やってみよう
　調べてみよう：19世紀末から20世紀初頭にニューヘブリデス書等に定住するためにヨーロッ
パ、オーストラリア、アメリカ合衆国から来た人々について調べましょう。
　島内、近隣の村にすんでいた白人を探そう。彼らは商人か入植者です。入植者だった場合は
何を育てていましたか？もし商人だったら何を売買しましたか？彼らの子孫はまだいますか？
彼らに何が起こりましたか？
 （Ministry of Education 2000:112）
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　先に示した教育省による「一般学習」到達目標では、具体的に育てたい子どもの姿の記述が
みられ、充実した教科書の記述や学習活動の提示など組織的な教育システムが整っているよう
にみえる。しかし、教育省でのヒアリングやカリキュラムセンターでの教科書や教材準備状況、
地方学校視察から推察する限り、これらの目標が具体的にどのように達成されているのか明確
でない。また、ポートヴィラ周辺の学校と地方での教育環境には大きな差があり、この目標に
掲げられた文言は、子どもの到達目標というよりは教師の授業実施指針といった感がある。教
育省でのヒアリングによると、カリキュラム開発や教育政策に携わる国家の教育を推進する人
物は、ニュージーランドやオーストラリア、かつての宗主国イギリスやフランスへの留学経験
があることも少なくなく、諸外国の教育概念が導入されている。ニ・ヴァヌアツの育成を掲げ
ながらも植民支配を行ってきた国々に依拠する傾向があることが指摘でき、また外国人教師の
招聘も行われている。
　このようにヴァヌアツ独自の教育政策のもと、ヴァヌアツ人によるニ・ヴァヌアツのアイデ
ンティティを育てるかたわら、現在でもヴァヌアツの教育における外国人教師の存在は大きい。
英語やフランス語教師としてオーストラリアやニュージーランド、フランスから語学教師が都
市部の学校にやってくる他、JICA によって派遣された日本人教員も各島の村地域に散在する。
ヨーロッパ系の教師は言語を教え、日本人教師は算数を中心に体育、音楽など幅広く教えてい
る。村の言語は生活言語のみに使用され、学校ではコロニアルの産物としてのビスラマ語をわ
ずかと、かつての宗主国の言語が教育の主流となり、外国資本の導入によってもたらされた資
本主義の浸透により算数教育が必要となり、派遣教師などのアジア人教師が算数を教える。加
えて、現地教育委員会などのリクエストによって「体育教育」が実施され、彼らのもっている
リズムや音楽感性とは異なる「音楽教育」が行われることもある。ある協力隊員が南米の国で
の音楽教育をすすめるために、日本から小学生が使用し終わった鍵盤ハーモニカを集めてもち
こみ、中学校で「ドレミ」の階名を教え「かえるの歌」を学ばせ、輪唱で演奏できた生徒を賞
賛した事例を聞いた。そもそも鍵盤楽器は西洋楽器である。植民地支配からようやく解放され
た人々に、教育という名のもとに日本人によって西洋にもとづく教育が施されるシステムが存
在していることに気づいていない。皮肉にもその音楽教師はその地域の楽器演奏を地元で習い、
日本でその国のすばらしい音楽文化として紹介をする活動をしているという。
　ここで問題視したいことは、JICA 協力隊員などの外国人教師による個別の熱心な教育活動
を批判することではなく、教育という正義のもとにかつての被植民地においてコロニアリズム
の継続と文化の搾取が無自覚に継続されていないかという大きな枠組みのことである。
　そこで、文化を語る場をヴァヌアツのエパオ村の学校の教室空間につくりだし、物語を教材
とした先住民学習を実施することとした。
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４．エパオ村における授業の試み
4.1．エパオ村の概要
　エパオ村は首都ポートヴィラから車で１時間半ほどのところであるが、舗装された道路はそ
の途中までしか通っていない。エパオ村は JICA が小学校建築の支援や井戸設備やソーラーパ
ネル設置支援をしてきたことから日本に好意的である。人口約300人のうち小学校に通う子ど
もは約50人である。村の食生活は基本的に自給自足によって成り立っているが、商品の購入に
関しては貨幣が必要になり、その為に農作物をポートヴィラの市場に売りに出かけたり、ガー
デニングの仕事をしたりして現金収入を得ている。村にはオールドビレッジと呼ばれるエリア
とニュービレッジと呼ばれるエリアがあり、チーフが土地を所有するオールドビレッジでは伝
統的な様式での生活が中心である。ニュービレッジのエリアには、コンクリートにトタン屋根
の家もあり、土地は個人によって所有されている。土地の次世代への継承はカストムオーナー
シップと呼ばれ、村のナカマルでの決議によってカストムオーナーシップが認められた場合の
み引き継ぐことができる。
　小学校に教師は二人いて一人はヴァヌアツ政府に雇用され、一人は村で雇用している。その
他、校長と学校評議委員などの大人が運営に関わっている。１年生時にはビスラマ語を中心と
し、徐々に英語での授業時間が増え、６年生時にはほぼ英語での会話が可能になっている。教
室数と教師の人員の問題から異学年合同の複式授業が日常的であり、発達段階にあわせたきめ
細かい個別対応には課題がある。中学は2009年度に建設予定で、８学年になると全国統一試験
を受け、能力があれば高校へ進学できるが、経済的な理由から進学率はあがらない。つまり、
村の生活においては、貨幣経済が中心でないことから貨幣貯蓄がなく進学をすることができな
い状況になってしまっている。
4.2．授業の試み─カストムへの気づき─
　エパオ村には海側にはとげのある海パンダナス（Sea Pandanus）があり、内地にはとげの
ない陸パンダナス（Land Pandanus）がある。海岸沿いに自生するパンダナスはすべて海パン
ダナスであり、村内にのみ陸パンダナスがあることから陸パンダナスは人工的に植栽されたも
のと見られる。エパオ村では陸パンダナスはマットやバスケットの材料となる。生活の中にパ
ンダナスのマットやかごは密着しており、村内を歩くとパンダナスマットが日干しされている
光景を見ることができる。
　ヴァヌアツの学校は、高学年にあがるほど、英語もしくはフランス語が公用語となり、伝統
文化を掲げて1981年に独立を果たしたものの、英語やフランス語を習得しない限り街に出て働
き収入を得ることができないというコロニアルな残骸が残っていると言えよう。そこで、エパ
オ村の小学校本実践では子どもたち自身のカストムに関する認識を高め、その価値に気づこう
とする姿勢を育てることをねらい、パンダナスを事例にして英語やフランス語ではなくビスラ
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マ語を重視した授業実践を試みた。
　ヴァヌアツにはパンダナスにまつわる物語はいくつかあるが、例えばペンテコスト島には次
のような粗筋の物語がある。「昔双子がいた。一人はある夜不思議な夢を見た。もしパンダナ
スをみたら一人は金持ちになるだろう。もう一人はすべてのバランス知識を兼ね備える新しい
ものをみつけるだろう。その名前はファンラファラという」3この物語は本来はもっと長いもの
であるが、ここで注目したいことはパンダナスが資産につながるということである。ヴァヌア
ツでは、伝統的に贈り物や支払いに豚とパンダナスマットが使用されてきた。バオ島に伝わる
「バオ島からやってきた豚」という物語では、星と結婚することを夢見ていたバオ島の若い女
性が、小さな島からアンバエ島にやってきた若い男性と出会って恋に落ち結婚するが、その出
会いの場面にパンダナスマットが度々登場する4。このカップルから豚が生まれ、その後豚は富
を表すようになった。現在、パンダナスはヴァヌアツの人々の間で日常に用いられると同時に、
豊かさという価値を意味するものとして扱われている。
　授業では、日本の沖縄という島にパンダナスにまつわる物語とその伝統的な利用があったこ
と、現在ではそれを引き継ぐ若い世代がいなくなっていることをヴァヌアツの子どもたちに語
り、ヴァヌアツにもパンダナスにまつわる物語があり、生活にパンダナスマットやバスケット
を利用していることはカストムとしてとても意味があることを伝えることを目的とした。2008
年２月27日に実施した授業の実際は、言葉の問題、飛び込み授業であったこと、教師の研修出
張の都合で１年生から６年生まで50人の子どもたちを一度に相手にした授業であったことから、
落ち着いた環境とはほど遠かったが、校長、エマウ島次期チーフ Joel 氏の支援を得て実施す
ることができた。
　まず、沖縄の民話『とんとんみーときじむなー』（田島征彦著）を紙芝居を用いて以下のビ
スラマ語で紹介した。
‘Tontonmi mo Kizimuna’ Stori blong wan aelan long Japan.
Oli stap kolem red samtin ‘Kizimuna’. Nem blong boi ia ‘Tontonmi’ Tufala i best fren. Long 
wan naet, tufala i bin plei long solwota. Kizimuna se bin gat Tontonmi long bak blong hemi 
bin go long insaed blong solwota. Tufala i bin stap spel long antap blong ston nomo.
Taem ia, bigfala okutopas i bin kam. Tontonmi hemi bin stikim bigfala okutopas wetem shel, 
afta, okutopas ia hemi bin bicam sofsof finis. Tontonmi hemi bin carem Kizimuna mo go awei. 
Afta laet blong San i bin cam long skai, Kizimuna i bin no gat pawa finis.
‘Yu mas holem tide. Yu no mas dai!’
Bigfala okutopas ia hemi gat tufala mo carem tufala long insaed blong solwota.
3  ヴァヌアツ文化センター（Vanuatu Cultural Center）にて学芸員エディ氏より2008年２月聞き取り。
4  物語 ‘The pig from the Islet of Vao’ は、1978年、アルジェリア生まれのフランス語教師によってバオ
島で記録され、ヴァヌアツ文化センターによる口述芸術プロジェクトによってまとめられた。
35ヴァヌアツをめぐるポストコロニアル議論と教育─カストムを尊重する実践の試み─
Taem ia, Tontonmi lukluk bak blong hem wetem pein, lif wetem spain kilim bigfala okutopas 
ia. Kizimuna helpem Tontonmi se bicam turi wetem red sid. Hemi turi blong Pandanas.
Pandanas se stand long Okinawa protectem aelan long rein mo win. Oli save kakae sid mo 
sofsof coa blong Pandanas,oli save makem hat mo local mat blong lif se i no gat spain. Turi 
blong Pandanas sapotem haos. Pandanas se Kizimuna bicam i go long ol aelan long Okinawa, 
mo hand blong hem i kasem win blong solwota.
 （ビスラマ語翻訳協力　関野貴之）
（日本語）
　この赤いのがキジムナーと呼ばれる精霊だ。この男の子の名前はトントンミー。彼らはとて
も仲良しなんだ。ある夜、彼らは海辺で遊んでいた。キジムナーはトントンミーを背中にのせ
て海に飛んだ。彼らは岩の上で休憩をしていた。その時、大タコが襲ってきた。トントンミー
は貝殻で大タコの頭をおもいきり突くと、タコはくにゃくにゃになってしまった。そのすきに
トントンミーはキジムナーを背負ってにげだした。空が明るくなってくると、キジムナー力を
失ってぐったりしてきた。「しっかりして！死んじゃだめ！」大タコは追いついてきて二人を
海の中に引きずり込もうとした。その時、トントンミーの背中にとげがささってあまりの痛さ
に振り向くと、とげのいっぱいついた葉っぱが大タコをやっつけていた。キジムナーは赤い実
をつけた木になって、トントンミーを助けたんだ。それがパンダナスの木だ。
　パンダナスは沖縄に根を張って雨や風から島を守っている。それに、パンダナスの実とやわ
らかい芯は食べられるし、葉っぱはとげをとって帽子や敷物になるんだ。幹は家の柱になるん
だ。キジムナーが姿を変えたパンダナスの木は沖縄の島々に広がって、潮風の中で思い切り腕
をのばしている。
　実際に沖縄のパンダナス「アダン」で作られた草履を見せ、エパオ村の子どもたちの生活に
あるパンダナス文化と沖縄の共通性を示した。子どもたちからは家庭でのパンダナス利用につ
いて質問をし、マットやかごに用いていることを引き出した。その後にパンダナスをめぐる子
どもたちが知っている物語を話し合いたいと思ったが、子どもたちや校長はそういった物語の
存在を知らず、話し合い活動の展開はできなかった。そのかわりに、ペンテコスト島の物語を
紹介するにとどめ、日常当たり前のように使用しているパンダナスがヴァヌアツの人々のカス
トムとして意味があること、沖縄では人々がパンダナス民具を使用しなくなったことによりそ
の知恵が途絶えようとしていることを伝え、エパオ村の子どもたちには大事にしてほしいこと
を話した。
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５．おわりに
　白川は、ヴァヌアツにおける詳細な先行研究検討と調査から得た見識を通して、「伝統文化
は誰のものか」という問いを投げかけた。そして、異文化理解について以下のように述べてい
る。
　知り、伝えるという実践を行うこともままならないという事態は、異文化理解に携わるもの
に対しての次のような取り組みの必要性を喚起しているようにみえる。すなわち、理解の対象
とする（しようとしている）文化、ないしはそれに相当する事象の内容（たとえばナヴァカマ
ティの内容やナゴル儀礼に関する知識、権限など）を詳細に分析するということよりも、これ
らの事象や文化という概念それ自体が人々にとってどのようなものとして立ち現れているかを、
個々のコンテクストにそくしてそのありようともども理解しようとするということである。こ
うした取り組みを行ってゆくこと。それがまた、「はじめに」の部分で喚起した問い（「異文化
理解をめぐる人々の側からの批判を踏まえて、どのような実践を行ってゆく必要があるのか」）
に関して、ヴァヌアツのカストムの事例から導きだした目下のところの答えの一つでもある（白
川2005：238-239）。
　白川の見解は教育に示唆を与える。教師がどのようなものの見方で教材を選定するかという
ことは異文化理解においてはその影響は大きい。その事象や文化という概念をただ単に切り取
って示すのではなく、「個々のコンテクストにそくしてありようともども理解する」ことに努
力しなければならない。一方的なものの見方による教材選択は、当事者不在のアリーナで語ら
れる教育に陥り、コロニアルなものの見方を再生産してしまう危険性がある。ヴァヌアツ他、
メラネシア地域の表象に関して、異文化理解をめぐる人々の側からの批判をふまえ、再度教育
支援のあり方や教材などを見直す必要性が急がれる。教師がポストコロニアルなものの見方を
身につけることで教材選定や授業内容の改善が進むことから、教師教育の機会が求められる。
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